
最上川水系河川整備計画（知事管理区間）の

取り組み状況について

資料－３

山形県 県土整備部 河川課

平成28年２月８日



説明内容 P-2

１．山形県の河川事業

（１）事業箇所

（２）最上川水系の主要な事業

２．近年の出水について

（１）山形県における降雨の推移

（２）平成27年9月10日～11日「関東・東北豪雨」状況

３．最上小国川流水型ダム事業について３．最上小国川流水型ダム事業について
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４．河川の維持管理について

（１）維持管理の取り組み

（２）－１ソフト対策（山形県河川・砂防情報システム）

（２）－２ソフト対策（情報提供の取り組み）



１．山形県の河川事業 （１）事業箇所 P-3

赤－２

赤－３

新井田－１

月光－１ 最上－１ 最上－13

最上－２

最上－７

最上－11

最上－４

赤－１

最上－６

・平成27年度交付金事業

○補助事業

位置図NO 河川名 備考

赤-1 矢引川

赤-2 湯尻川

赤-3 青竜寺川 丸岡分水堰（延命化・改築）

月光-1 月光川

新井田-1 新井田川

最上-1 中野俣川

最上-2 大旦川

最上-3 萩生川

最上-4 宇津野沢川

最上-5 黒瀬川

最上-6 小牧川 小牧川水門

最上-7 新堀川

最上-8 須川

最上-9 村山犬川

最上-10 誕生川

最上－５

最上－８

最上－16

最上－15

最上－17

最上－９

最上－12

最上－14

最上－３

最上－10

○単独事業

・河川災害復旧等関連緊急事業(復緊事業)

・河川等災害関連事業

・河川整備単独整備事業

・河積回復減災対策事業 その他

位置図NO 河川名 備考

復緊-1 吉野川

位置図NO 河川名 備考

関連-1 吉野川 金山工区

関連-2 織機川 漆山工区

関連-3 月布川 顔好工区

関連-4 月布川 貫見工区

復緊－１

関連－１

関連－２

関連－３

関連－４

凡 例

大臣管理区間

知事管理区間

最上-10 誕生川

最上-11 沼川

最上-12 羽黒川

最上-13 指首野川

最上-14 馬見ヶ崎川外 統制・監視局、CCTV

最上-15 馬見ヶ崎川

最上-16 羽黒川外 工作物改築

最上-17 屋代川



１．山形県の河川事業 （２）最上川水系の主要な事業 P-4

県内の河川事業は、優先度に応じた効果的な河川整備となるよう、必要性、緊急性、重要性、熟度の各項目を定め、

更に地域特性を考慮した上で事業を実施しています

●市街地を流下する河川において、人口や重要施設等が集中し被害

が大きい都市河川区域での水害解消を図る事業（沼川【寒河江市】、

羽黒川【米沢市】など）

●近年浸水被害が発生した河川や河川流下に支障となるネック部の

解消を図る事業（吉野川【南陽市】、大門川【山形市】など）

沼川

吉野川吉野川【【南陽市南陽市】】

平成平成2626年７月の被害状況年７月の被害状況

被災後の緊急対応状況被災後の緊急対応状況

緊急的な河道掘削緊急的な河道掘削

大型土のうによる溢水防止大型土のうによる溢水防止

赤湯中学校赤湯中学校

赤湯ふたば赤湯ふたば

保育園保育園

JR寒河江駅JR寒河江駅

JRJR寒河江駅寒河江駅

沼川

●大規模な氾濫が生じている主要な河川において、再度災害防止を

図る事業（大旦川【村山市】、須川【山形市】など）

●沿川の街づくりと一体となった環境・地域づくりを推進する事業

（指首野川【新庄市】、萩生川【飯豊町】など）

指首野川【新庄市】

（水辺のコンサート）

指首野川【新庄市】

沼川

【寒河江市】

大旦川【村山市】 Ｈ14年７月の被害状況

緊急的な河道掘削緊急的な河道掘削



２．近年の出水について （１）山形県における降雨の推移 P-5

47 金山

63 鶴岡･狩川

56 大井沢

57 飛島

39 飛島

45 酒田

52 差首鍋

55 長井

48 鶴岡・飛島

42 酒田

63 瀬見

59 上草津

41 高畠

60 大井沢
59 小国

54 差首鍋

40 狩川

77 小国

49 飛島

46 飛島

57 酒田・上草津

67.5 狩川

58 飛島

58 飛島

51 高峰

50 荒沢

63.5 鶴岡

45.5 長井
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年 度

発生回数

１０年平均（Ｈ１７～Ｈ２６）

１３．９回

発生回数

１０年平均（Ｈ７～Ｈ１６）

１０．９回

発生回数

１０年平均（Ｓ６０～Ｈ６）

５．９回

①→②

約１．８倍に増加

②→③

約１．３倍に増加

①①①①→→→→③③③③

約２．４倍に増加約２．４倍に増加約２．４倍に増加約２．４倍に増加

① ② ③

※過去３０年以上観測されている、県内２４の雨量観測所のデータである。

※山形地方気象台提供資料を基に作成している。



２．近年の出水について （２）平成27年9月10日～11日「関東・東北豪雨」状況 P-6

◆県内では、台風18号から変わった温帯低気圧が日本海中部を北東へ進むとともに、台風17号が日本の東を北上し、11日

にかけて大雨となった。

◆被害状況

・人的被害 負傷者 重傷者：１名（山形市）

・建物被害 住家 床上浸水：１３棟（最上町１３棟） 床下浸水：１７棟（最上町１２棟、舟形町４棟、米沢市１棟）

非住家 浸水：１３棟（最上町１２棟、舟形町１棟）

◆避難状況

・避難指示 １町（最上町赤倉地区）

・避難勧告 ２市１町（山形市東沢地区、尾花沢市銀山新畑地区、最上町全域）

（「９月９日からの大雨に係る被害状況等について（終報）」山形県危機管理課・くらし安心局（山形県ＨＰ）参照）

◆公共土木施設被害について

・河川 １８河川 ５０箇所で護岸欠壊等の被害が発生

・道路（橋梁を含む） １２箇所で法面崩壊等の被害が発生

9 月6 日0 時から11 日12 時までの総降水量（単位：mm）

（仙台管区気象台ＨＰ参照）

山形県山形県山形県山形県

・道路（橋梁を含む） １２箇所で法面崩壊等の被害が発生

最上小国川（最上町満沢地内）

護岸欠壊

鳥出川（最上町富沢地内）護岸背面の洗掘

赤井川（尾花沢市市野々地内）

護岸欠壊

一般県道最上小野田線（最上町富沢地内）

路面流出



至 加美町

県道補強
（耐水化）

⼯事⽤道路
（上流）

計画洪水時
の堪水域

高さ41m

4m

３．最上小国川流水型ダム事業について （１）事業の概要

最上小国川流水型ダム正⾯図（下流から上流をみています）

堤高H=41.0m

堤頂⻑L=143.0m

P-7

最上小国川流水型ダム

最上小国川

至 赤倉
温泉

最上小国川
流水型ダム

転流トンネル

⼯事⽤道路
（下流）

⼯事⽤道路
（上流）

上空から⾒た最上小国川流水型ダムのイメージ

最上小国川流水型ダム断⾯図
（左岸側から⾒ています） 山形県

最上町

47

最上小国川流水型ダム

（建設中）

出典：国土地理院HP



工事用道路

L=395m

工事用道路

L=206m

転流トンネル呑口部

仮締切工事

工事用道路

基礎掘削

堤体打設

端部処理

県道付替

３．最上小国川流水型ダム事業について （２）現在の状況及び今後の予定 P-8

下流側

上流側

湛水区域

②

①

③
④

⑤

転流トンネル

県道耐水化

L=220m

笹倉沢林道耐水化

L=72m

仮設備（骨材・コンクリートプラント）

県道耐水化

L=254m

県道付替

②

下流工事用道路

県道最上小野田線

上流工事用道路

県道耐水化

（コンクリート舗装完了）

③ ④①

上流工事用道路

工事状況 トンネル呑口状況

下流工事用道路

平成 26 年度まで竣工済み

平成 27 年度実施内容

平成 28 年度以降実施予定

端部処理状況完了

⑤

⑥

⑥



３．最上小国川流水型ダム事業について （３）－１「関東・東北豪雨」（赤倉地区の状況） P-9

最上小国川流水型ダム

山形県

最上町

47

◆9月9日12時頃から降り始めた雨は11日9時頃までに201㎜の降水量を記録。（赤倉観測所）

◆今回の時間最大降雨47㎜（9月10日23時）、24時間雨量181㎜の降雨は50年に１度の規模と同等であり、これにより最

上小国川の河川水位は上昇し、最上町赤倉地区では10日23時頃に氾濫危険水位を超過し、11日0時20分に越水を確認。

◆9月11日0時25分 赤倉地区の20世帯80人（5旅館含む）に対し避難指示が発令された。

◆今回の洪水により、最上小国川沿川（赤倉地区）では、非住家を含む26棟（床上18棟、床下8棟）の浸水被害が発生。

赤倉地区

最上小国川流水型ダム

（建設中）

出典：国土地理院HP

水位

氾濫危険水位（1.50m）

避難判断水位（1.20m）

氾濫注意水位（1.00m）

水防団待機水位（0.60m）

図.赤倉観測所での雨量・水位（山形県河川・砂防情報システム）

最大2.34m

（11日0時10分）



３．最上小国川流水型ダム事業について （３）－２「関東・東北豪雨」（赤倉地区の出水状況） P-10

至 一般国道47号

③

①

A’

A

②

至 尾花沢市

浸水跡

撮影方向①（11日未明）
撮影方向② （11日未明）

A

撮影方向③ （11日未明）撮影方向① （11日昼頃）

凡 例

浸 水 区 域

床上浸水家屋

床下浸水家屋

写真撮影方向



４．河川の維持管理について （１）維持管理の取り組み P-11

■■■■ 方方方方 針針針針

■■■■ 推進する３つの取組みと考え方推進する３つの取組みと考え方推進する３つの取組みと考え方推進する３つの取組みと考え方

～水害・土砂災害から県民を守るために２本柱～～水害・土砂災害から県民を守るために２本柱～～水害・土砂災害から県民を守るために２本柱～～水害・土砂災害から県民を守るために２本柱～

～人命を守る効果の高い～人命を守る効果の高い～人命を守る効果の高い～人命を守る効果の高いもの災害もの災害もの災害もの災害の被害軽減につながるものから実施～の被害軽減につながるものから実施～の被害軽減につながるものから実施～の被害軽減につながるものから実施～

取組２

災害に対する安全性を

高めるための

河川・砂防施設の

効果的な整備

取組１

人命保護を最優先にした

緊急避難体制の確立

取組３

新たな維持管理システムや

住民との協働に

効率的・効果的な

維持管理

柱１：『生命(いのち)』を守るための県民の備えの充実により、犠牲者ゼロを目指す

柱２：『生命(いのち)と財産』を守るための防災基盤の充実を図る

河川の維持管理

第１章 河川整備計画の目標に関する事項

第２章 河川整備計画の実施に関する事項

総合的な川づくり

利水の目標環境の目標

治水の目標

・河川管理施設の点検・補修

・河川敷内樹木の伐採

・堆積土砂の維持管理

・地域と一体となった

川づくりの推進

・関連施策との連携による

効率的な整備の推進

・河川愛護の普及と啓発

・危機管理対策の推進

維持管理に関する取組み

平成26年度河積回復減災対策事業(須川【上山市】)実施状況

（堤防） （堤防）

浚渫＋伐根
（河積回復）

支障木伐採
（支障木リサイクル）

伐根
（支障木抜本対策）

●河積回復減災対策事業

（支障木対策）

○支障木抜本対策事業(河川管理者)

○河川支障木リサイクル推進事業

・利活用型支障木伐採事業

・公募型支障木伐採事業

（堆積土砂対策）

○河積回復減災対策事業

●公募型河床掘削事業

●ふるさとの川愛護活動支援事業

維持管理に関わる事業のイメージ

流下能力を確保する取組み 地域との協働による取組み



４．河川の維持管理について （２）－１ソフト対策（山形県河川・砂防情報システム） P-12

関連情報を一元化して発信

メール配信により迅速な情報提供

山形県 河川・砂防情報システム

　○○川

　　　　特別警戒水位情報

　平成19年○月○日

　○時○○分発表　山形県

　○○川は、○○時に○◇橋

付近の◇観測所で、避難の目

安となる水位△△．△ｍに達し

ました。

　市町村が発する警戒情報に

もご注意下さい。

観測情報はこちらからどうぞ

山形県河川砂防情報ｼｽﾃﾑ

http://dww.pref.yamagata.jp/

kasen/h/　ｸﾘｯｸして下さい。

水位・雨量の推移を確認可能 警戒区域情報として浸水想定区域も確認可能



４．河川の維持管理について （２）－２ソフト対策（情報提供の取り組み） P-13

①平成①平成①平成①平成25252525年、年、年、年、26262626年に浸水被害が発生した年に浸水被害が発生した年に浸水被害が発生した年に浸水被害が発生した

吉野川上流に新たに水位計を設置吉野川上流に新たに水位計を設置吉野川上流に新たに水位計を設置吉野川上流に新たに水位計を設置

拡大

水位計イメージ 吉野川 新たな水位観測所における水位設定

南陽市と協議し、新たな水位観測所の設置位

置・設定水位を決定

氾濫危険水位 2.1m

南陽市における設置例

織機川（南陽市漆山） 吉野川（南陽市赤湯）

②確実な情報伝達・観測体制の確保②確実な情報伝達・観測体制の確保②確実な情報伝達・観測体制の確保②確実な情報伝達・観測体制の確保

（量水標の設置等）（量水標の設置等）（量水標の設置等）（量水標の設置等）

③土砂災害警戒情報の提供情報の改良③土砂災害警戒情報の提供情報の改良③土砂災害警戒情報の提供情報の改良③土砂災害警戒情報の提供情報の改良

【【【【現行の情報提供画面現行の情報提供画面現行の情報提供画面現行の情報提供画面】】】】 【【【【改修後画面イメージ改修後画面イメージ改修後画面イメージ改修後画面イメージ】】】】


